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2023年度 教育開発・学習支援センター活動報告 

 

                             教育開発支援機構 

教育開発・学習支援センター長 

 

１ 事業執行体制 
教育開発支援機構長  ：山本兼由（生命科学部教授） 
センター長      ：酒井理（キャリアデザイン学部教授） 

教育サポートユニット 

リーダー  ：秋野喜彦（情報科学部教授） 

サブリーダー：大木良子（経営学部教授）・末武康弘（現代福祉学部教授） 

学習サポートユニット 

リーダー  ：髙橋美穂子（経営学部教授） 

サブリーダー：砂田充（経済学部教授）・竹内晶子（国際文化学部教授）  

データ活用推進ユニット 

リーダー  ：菅幹雄（経済学部教授） 

サブリーダー：北浦康嗣（社会学部教授）・久井英輔（キャリアデザイン学部教授） 

事務局        ：学務部教育支援課 

 

 

２ センター活動報告 
（１）教育開発支援機構の他センターとの連携：教育開発支援機構企画委員会への参加 

 

2023 年度に開催された 10 回の教育開発支援機構企画委員会に出席し、LFC の活動を他センター

と情報共有することにつとめた。企画プロジェクトで推進した「生成 AI ツールに関する基本的考え

方」の内容と発信については、ILAC、KLAC に対して迅速に情報提供することができた。 

 

（２）センター活動の学内 PR と広報効果の測定：HP の充実／SNS の活用／年度末の広報活動分析 

 

センターの活動を広く周知するため Web 掲示板、HP、SNS を積極的に活用した。FD 教員セミナ

ーなど教員に向けた情報発信に関しては Web 掲示板を活用して積極的な参加を促した。「生成 AI ツ

ールに関する基本的考え方」については、全学方針をセンターHP に掲載し大学としての考えを外部

に発信する一方、教員向け方針と学生向け方針については Web 掲示板にて発信した。LFC の活動を

学内に PR する良い機会となった。広報効果としては、2023 年度の HP のアクセス数は 70,241（2024

年 3 月 11 日時点）、SNSのフォロワー数は X（旧 Twitter）が 39、Facebookが 604となった。 

また、2022 年度教育開発・学習支援センター年報としてまとめ発行した。 

 

（３）全学プロジェクトへの貢献：副学長プロジェクト「DX イニシアティブ」へのコミット 

 

DX イニシアティブの一つの成果である「Halo」の活用に関しては、各教員が自らの授業におけ

る「学生による授業改善アンケート」及び「GPCA の推移」を確認できる状況になった。学生にお

いても「学生による授業改善アンケート」をHoppii上でシームレスに回答できるようになっている。

LFC が展開する事業において「Halo」を積極的に活用することができている。 
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３ 各ユニット活動報告 
（１）教育サポートユニット 

ａ 授業リフレクションのための学生による授業参観             [巻末資料 1] 
実施授業数：春学期 9 授業（教員 8 名）、秋学期 7 授業（教員 6 名）  

ｂ (新規)学生 FD スタッフ活用による FD プロジェクト 
2023 年 10 月 20 日（金）（学生 7 名）との意見交換実施 

ｃ FD 教員セミナー 3 回実施（7/31、12/8、3/4）           [巻末資料 2～4] 
ｄ Newsletter の発行 7 回 
ｅ 学部等教授会への FD 研修 4 学部実施 

社会学部、経済学部、現代福祉学部、キャリアデザイン学部 
ｆ 教員による授業相互参観 311 件 
ｇ FD/SDワークショップ                         [巻末資料 5] 

2023 年 9 月 1 日（金）12:30〜16:30 
ｈ GPA 活用の検討（継続） 
ｉ シラバスの点検と改善 
ｊ 学習支援システム運営委員会の運営 7 回 

 

（２）学習サポートユニット 

ａ 『学習支援ハンドブック』の内容検討                  [巻末資料 6] 
ｂ 学習ステーションの運営 

新入生サポートプログラムの実施 
学生企画型プログラムの支援 

ｃ 正課学習を支援する正課外活動の充実（L ステゼミ 14 回の講座提供）    [巻末資料 7] 
ｄ (新規)「L ステ出張プログラム」の実施 
ｅ プレ FD プログラムの実施（今年度修了者 2 名）             [巻末資料 8] 
ｆ ピアネット運営委員会の運営（ピアネット学生スタッフ合同研修会 12/2 実施） 
ｇ 学習環境改善検討委員会の運営（12/22） 

 

（３）データ活用推進ユニット 

ａ 『2022 年度授業改善アンケート全学集計結果報告書』の作成        [巻末資料 9] 
ｂ 『2022 年度「授業形態に関するアンケート」全学集計結果報告書』の作成  [巻末資料 10] 
ｃ (新規)オンライン授業に関する教員対象調査の実施（6/1～6/18）      [巻末資料 11] 

 

４ 企画プロジェクト実施報告 
(新規)「生成 AI ツールに関する基本的考え方」の策定と公開（6/22）      [巻末資料 12] 

 

５ 学内会議 
（１）教育開発支援機構企画委員会 

10 回（4/13、5/18、6/15、7/13、9/21、10/19、11/16、12/21、1/25、3/14） 

（２）ユニット・リーダー会議 

10 回（4/11、5/9、6/6、7/4、9/5、10/3、11/7、12/5、1/16、3/12） 

 

６ 所属学会・参加団体・外部対応 
（１）全国私立大学 FD 連携フォーラム（JPFF：Japan Private Universities FD Coalition Forum） 

（37 大学加盟）：幹事校 

幹事会・総会・シンポジウム（6/17） 

幹事校・会員校ミーティング・懇談会（1/25） 

（２）関東圏 FD 連絡会（青山学院大学・國學院大学・東洋大学・法政大学・立教大学） 

連絡会（7/20） 

（３）大学 e ラーニング協議会（UeLA） 

UeLA 総会・フォーラム 2023（2/28、29） 
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７ その他 
大学コンソーシアム京都「第 29 回 FD フォーラム」（2/23、24） 

 

以 上 
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2023 年度 教育開発支援機構 教育開発・学習支援センター ユニット活動報告 

 

＜教育サポートユニット＞ 

  

Ⅰ 2023 年度活動計画 
 
１ ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 
秋野喜彦（情報科学部）* 
伊藤真紀（スポーツ健康学部） 
大木良子（経営学部）** 
小堀真知子（グローバル教養学部） 
末武康弘（現代福祉学部）** 
竹島康博（文学部） 
西村涼（リカレント・通信教育センター事務部通信教育部事務課） 
根橋巧（学務部教育支援課） 
山本洋輔（学務部教育支援課システム担当主任）（2023 年 6 月 1 日～） 
[事務局]鍋田純子（学務部教育支援課教育支援担当主任） 

 
２ 活動目的 
授業レベル、学部・研究科レベル、全学レベルそれぞれでの教育支援を行う。 

 
３ 活動計画 
（１）教員への教育支援 

a 授業リフレクションのための学生による授業参観 
（a）教員の応募が少ない状況への対応（とくに専任） 
（b）兼任講師への周知とニーズに応える工夫をする 

 
b 学生 FD スタッフ活用による FD プロジェクト 

学生の学びを向上させるために、学生からの意見を入手したい。 
具体的な方法・内容を検討後、今年度 1 回実施（実施日程は未定） 

 
c FD 教員セミナー 

（a）3 回実施（10 月・12 月・3 月）（変更の可能性あり） 
   「ベストティーチャーによる授業運営の工夫」は好評のため vol.3 を実施予定（3 月） 
（b）昨年度テーマ 

学習支援システム機能「テスト／アンケート」の活用・利用方法について（10 月） 
LGBTQ 等学生への配慮－教室の現場は何ができるのか－（12 月） 
学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.2（3 月） 

 
d 「Newsletter」の発行 

年間 5 回（以上）発行予定（6 月、7 月、10 月、12 月、3 月） 
（a）3 回はセミナーに関しての情報発信 
（b）授業リフレクションのための学生による授業参観関係で 1 回 
（c）その他（Turnitin、学習支援システム関連テーマ等）で 1 回 

 
（２）学部・研究科の教育支援 

a 学部等教授会への FD 研修 
春学期、秋学期を通じて募集を行ない、年間 2 学部実施を目指す。 
研修テーマは、昨年に引き続き以下とする。 
（a）FD 活動 
（b）「Turnitin」「学習支援システム」のインストラクション等 

 
b 教員による授業相互参観の促進 
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（３）全学レベルでの教育支援 
  a FD/SD ワークショップ（ミーティング） 

（a）1 回実施予定（9 月） 
（b）昨年度テーマ：大学職員のリスキリング （9 月） 

 
 
b GPA 活用の検討（継続） 

（a）オンライン化による水準変化とガイドラインの検討 
（b）学習成果としての GPA 活用方法（学生サイド） 
（c）教育成果としての GPCA 活用方法（教員サイド） 

 
c シラバスの点検と改善 
 
d 学習支援システム運営委員会の運営（年 2 回開催予定） 

システムリプレイスに向けた意見集約を行う。 

以上 
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Ⅱ 2023 年度活動実績（報告） 
 
１ 教員への教育支援 
（１）授業リフレクションのための学生による授業参観                [巻末資料 1] 

➢ 2023年 5月 23日（土）に事前研修を実施した。参加学生 51名であった。 
➢ 授業参観は以下の通りで実施された。 

   実施期間： 春学期 2023 年 6月 9日（金）～2023年 7月 20日（木） 
            秋学期 2023年 10月 16日（月）～2023年 12月 22日（金） 
   参観登録学生：45名（2023 年度新規参観登録学生 43名） 
   参観学生： 春学期 24名、秋学期 18名（延べ数） 
   実施授業数：春学期 9授業（教員 8名）、秋学期 7授業（教員 6名） 
 
（２）学生 FDスタッフ活用による FDプロジェクト 
  2023年 10月 20日 13:40～14:50にオンラインにて実施した。参加学生 7名に対して、以下の 3つの

内容について学生の意見を聴取した。 
 a ピアネットをはじめとする大学での授業以外での学び（正課外学習）について 
 b 大学における学習環境について 
 c 授業内容の理解や学習意欲の向上につながったと感じる教員の授業の工夫等について 
 
（３）FD 教員セミナー 
  以下の日程・内容にて 3回実施した。 

①  2023 年度第 1 回 FD 教員セミナー（Zoom によるオンライン実施）      [巻末資料 2] 
   日時：  2023年 7月 31日（月）18:00〜19:30 
   テーマ：  学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.3 
   参加者数： 84名 
 

②  2023 年度第 2 回 FD 教員セミナー（Zoom によるオンライン実施）      [巻末資料 3] 
   日時：  2023年 12月 8日（金）18:00〜19:30 
   テーマ：  大学教育における著作権について 
   参加者数： 70名（内、博士後期課程学生 12名） 
 

③  2023 年度第 3 回 FD 教員セミナー（Zoom によるオンライン実施）      [巻末資料 4] 
   日時：  2024年 3月 4日（月）18:00〜19:30 
   テーマ：  生成 AIと高等教育機関におけるその活用法〜教育とその評価を中心に〜 
   参加者数： 100名 
 
（４）「Newsletter」の発行 
  名称： LF センターNews Letter 
  発行： 2023 年度 1 号 2023 年 9 月 5 日 

2023 年度第 1 回 FD 教員セミナー開催報告 
      2023 年度 2 号 2023 年 10 月 3 日 
  第 25 回 FD ワークショップ開催報告 
      2023 年度 3 号 2023 年 11 月 2 日  

プレ FD プログラム概要、修了者インタビュー実施報告 
      2023 年度 4 号 2023 年 11 月 7 日 
  学生 FD スタッフの主な活動内容、「学生 FD プロジェクト」インタビュー実施報告 
      2023 年度 5 号 2024 年 1 月 16 日 

2023 年度第 2 回 FD 教員セミナー開催報告 
      2023 年度 6 号 2024 年 3 月 19 日 
        学習ステーション学外連携プログラム実施報告 
      2023 年度 7 号 2024 年 3 月 19 日 
        2023 年度第 3 回 FD 教員セミナー開催報告 
  以上、計 7 号発行 
 
２ 学部・研究科への教育支援 
（１）学部等教授会への FD 研修 
  ① 社会学部教授会における研修 
  実施日時： 2023 年 6 月 20 日（火） 
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  テーマ：  FD 活動について 
   剽窃チェックソフト-Turnitin の利用方法- 

     学習支援システムの活用について 
   オンデマンドツールについて 

   参加者数：  57 名 
   
  ② 経済学部教授会における研修 
  実施日時： 2023 年 7 月 14 日（金） 
  テーマ： FD 活動について 
     生成 AI ツールの注意点について 
  参加者数：  46 名 
 
  ③ 現代福祉学部教授会における研修 
     実施日時：  2024 年 1 月 24 日（水） 
     テーマ：   FD 活動について 
     生成 AI ツールの注意点について 
     参加者数：  22 名 
 
  ④ キャリアデザイン学部教授会における研修 
     実施日時：  2024 年 2 月 26 日（月） 
     テーマ：   生成 AI について 
     参加者数：  23 名 
 
 （＊） 来年度からは、学部教授会向け FD 研修を動画にて提供する方向性を検討 
 
（２）教員による授業相互参観の促進 
  実施期間：  学部により異なる 
  実施授業数： 311 件 
 
 
３ 全学レベルでの教育支援 
（１）FD/SD ワークショップ（ミーティング） 
  第 25 回 FD ワークショップ（オンライン開催）                 [巻末資料 5] 
   開催日時： 2023 年 9 月 1 日（金）12:30〜16:30 
   テーマ：  高等教育現場における生成 AI の利用について考える 
   参加者数：  72 名 
 
（２）GPA 活用の検討（継続） 

・ 全学および各学部の GPA に関して現状および経年変化についてまとめ、状況把握・再確認し
た。 

・ 他大学の状況についての調査結果、および本学各学部における基準についてまとめ、現状を把
握した。 

・ 2016 年度学部長会議（2017 年 3 月 23 日開催）で承認された申し合わせを継続し、各学部等
の運用・成績評価の定義等について、教員への毎年周知徹底をお願いできればと考えている。 

 
 
（３）シラバスの点検と改善 

現状のシラバスを基本踏襲するが、「15. その他注意事項」欄に生成 AI の取り扱いに関して必要に
応じて適宜記載することとした。また、「14. 学生が準備すべき機器他」欄に記載されていた“＊学
習支援システムは、原則通信教育部（スクーリング）では使用できません。”の文言が不要であるた
め削除した。 

 
（４）学習支援システム運営委員会の運営 

学習支援システムのリプレイスに向けた仕様の方向性や選定に関して議論するため以下の会議を実
施した。 
  2023 年 6 月 13 日（火） 第 1 回学習支援システム（lms2025）仕様検討ワーキング 
  2023 年 8 月 22 日（火） 第 2 回学習支援システム（lms2025）仕様検討ワーキング 

2023 年 9 月 5 日（火） 2023 年度第 1 回 学習支援システム運営委員会 
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    2023 年 12 月 12 日（火）第 3 回学習支援システム（lms2025）仕様検討ワーキング 
2023 年 12 月 18 日（月）2023 年度第 2 回 学習支援システム運営委員会  
2024 年 1 月 26 日（金） 2023 年度第 3 回 学習支援システム運営委員会 
2024 年 3 月 22 日（金） 2023 年度第 4 回 学習支援システム運営委員会 

 

以上 
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＜学習サポートユニット＞ 

  

Ⅰ 2023 年度活動計画 
 
１ ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 
上田和夫（法学部） 
工藤伶美（大学院事務部大学院課） 
杉戸信彦（人間環境学部） 
砂田充（経済学部）** 
髙橋美穂子（経営学部）* 
竹内晶子（国際文化学部）** 
廣岡裕吏（生命科学部） 
道奥康治（デザイン工学部） 
[事務局]五十嵐基（学務部教育支援課）→齊藤光平（学務部教育支援課）（2023 年 6 月 1 日～） 

 
２ 活動目的 
学習サポートユニットの主たる活動目的は次のとおりである 

（１）学生の主体的な学習の支援に関する教育環境・学習環境の研究及び整備を行うこと 
（２）全学的な教育支援施策，学習支援施策，教育・学習環境整備の企画，提案及び調整を行うこと 

 
３ 活動計画 
 上記目的を達成するために、次の学習支援活動を実施する。 
 
（１）主体的学習のハード・ソフト支援 

a 『学習支援ハンドブック』の内容検討 
（a）研究倫理に関するページを追加する 
（b）2023 年度版の修正を行うとともに、必要な箇所の加筆修正を行い、内容の充実を図る 
 
b 学習ステーションの運営 
（a）新入生サポート事業を実施する 
（b）学生企画型プログラムの支援を行う 
 

（２）正課外の学習・教育サポート 
a 正課学習を支援する正課外活動の充実（L ステゼミの実施） 
（a）学習支援ハンドブックの内容と連動した「基礎的学習スキル」と「専門分野以外の幅広い 

学びの機会」を提供するゼミを提供する 
（b）講師をユニット・メンバーに限定せず、学内の教員に対象を広げて募集する 
 
b プレ FD プログラムの実施 

大学教員を目指す博士後期課程に在籍中の大学院生の教育能力向上を目的として、3 つの取り組
み（L ステゼミへの登壇・授業リフレクションのための学生による授業参観・学部授業参観）を
実施する 
 

c ピアネット運営委員会の運営 
（a）ピアネット合同研修会の企画と実施を行う 
（b）ピアネットコンピテンシーの測定を目的として、Halo を活用した参加学生のデータ蓄積を行う 

 
（３）学習環境整備の調整 
  a 学習環境改善検討委員会の運営 

 対面授業が主流となる状況での学習環境改善のための支援と整備を行う 
 

以上 
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Ⅱ 2023 年度活動実績（報告） 
 
１ 主体的学習のハード・ソフト支援 
（１）『学習支援ハンドブック』の内容検討                      [巻末資料 6] 
学生の研究倫理を醸成する目的で「研究者としての倫理について」のページを追加するとともに、LF

センターが公表した「生成 AI に対する基本的考え方」の一部を追加した。 
 
（２）学習ステーションの運営 
新入生サポートプログラム（資料１_新入生サポート実施報告）を実施した。また、学生企画型プロ

グラム（資料２_学習ステーション企画一覧）の支援を行った。さらに今年度は、江東区立深川第二中
学校の二学年の生徒を対象に、学生スタッフ自身の大学での学びの経験を中心に勉強することのメリッ
ト等を伝えつつ、学習面での生徒の疑問や悩みに対して回答を行う「L ステ出張プログラム」を新規で
実施した（資料３_L ステ出張プログラム実施報告）。 

 
 

２ 正課外の学習・教育サポート 
（１）正課学習を支援する正課外活動の充実（L ステゼミの実施）           [巻末資料 7] 

L ステゼミに 14 回の講座提供を行った（資料４_L ステゼミ実施一覧）。講師は、ユニット・メンバー、
メンバー以外の教員、プレ FD プログラム参加の博士後期課程学生が務めた。 
 
（２）プレ FD プログラムの実施                          [巻末資料 8] 
博士後期課程学生を対象としたプレＦＤプログラムを実施した。本プログラムは現状、①学部授業を

参観できる「授業参観制度」、②プレ教育経験・教育歴を得ることを目的とした「L ステゼミの担当」と
③そのフィードバックを得るための「授業リフレクションのための学生による授業参観制度」の取り組
みから構成される。今年度はこの３つの取り組みのすべてを修了した初めての学生が出たことから、当
該学生にインタビューを行い、プログラムの改善点などを確認した。 
 
（３）ピアネット運営委員会の運営 
 ピアネット学生スタッフ合同研修会を 12 月 2 日に対面で実施した。第一部「ピアネット活動の目的に
ついての概要説明」、第二部「ピアサポートに関するスキルアップ研修」、第三部「各団体間の情報交換」
の三部構成で実施した（資料５_ピアネット学生スタッフ合同研修会実施報告）。 
 ピアネットコンピテンシーの測定を目的として、Halo を活用した参加学生のデータ蓄積を開始した。 
 
 
３ 学習環境整備の調整 
（１）学習環境改善検討委員会の運営 
 学習環境改善のための支援と整備を行うため、12 月 22 日にオンライン会議を開催し、関連部局との
意見交換を行った。Wi-Fi の接続状況や受動喫煙、ボアソナードタワーのエレベーターの混雑などに対し
て学生から不満の声が寄せられている点を共有した。さらに、特に市ヶ谷キャンパスでは、学生から「就
職活動のオンライン面接に適した場所がない」という意見が複数寄せられていることから、個室型学習
スペースの確保の必要性を確認した。これらの内容を教育開発・学習支援センターで検討し、教学組織か
らの要望として、必要に応じて法人組織・学部長会議に上程することとなった。 
 

以上 
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＜データ活用推進ユニット＞ 

  

Ⅰ 2023 年度活動計画 
 
１ ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 
五十嵐基（学務部教育支援課） 
彌冨仁（理工学部） 
大嶋良明（国際文化学部） 
北浦康嗣（社会学部）** 
菅幹雄（経済学部）* 
久井英輔（キャリアデザイン学部）** 
松本雄大（総長室大学評価室） 
森山祐紀（総長室大学評価室） 
[事務局] 齊藤光平（学務部教育支援課） 

 
２ 活動目的 
各種アンケートの実施によってデータの収集を行い、FD 活動へのフィードバックとなるようデータの

分析・活用を行う。 
 

３ 活動計画 
（１）学生に対するデータ収集と活用 

a 授業改善アンケートの企画・実施と分析 
昨年度に実施した「学生による授業改善アンケート」の分析・報告書作成を行う。また、本年
度も継続して調査を実施する。 

 
b 授業形態別アンケートの企画・実施と分析 

昨年度に実施した「授業形態に関する学生対象調査」の分析・報告書作成を行う。また、本年
度も継続して調査を実施する。 

 
（２）教員（特に兼任）に対するデータの収集 

教員を対象としたアンケートを実施し、以下の分析を行う。 
a オンライン授業についての意識 
b 学習支援システムの活用度 
c 授業支援ニーズの把握 

 
（３）全学レベルでの FD データ活用 

GPCA データの時系列、規模別、学部別集計分析を行う。 
 

以上 
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Ⅱ 2023 年度活動実績（報告） 
 
１ 学生に対するデータ収集と活用 
（１）授業改善アンケートの企画・実施と分析                    [巻末資料 9] 

a ユニット・メンバーが『2022 年度授業改善アンケート全学集計結果報告書』を作成した。 
b 同報告書（学部及び大学院）は第 2 回データ活用推進ユニット会議（2023 年 6 月 29 日（木）実

施）に報告、承認された。 
c 同報告書（学部及び大学院）は第 4 回ユニット・リーダー会議（2023 年 7 月 4 日（火）実施）

に報告、承認された。 
d ユニット・リーダー会議承認後、第 8 回学部長会議（2023 年 7 月 20 日（木）実施）で報告の

上、同報告書を教育開発・学習支援センターホームページにて公開した。 
 
（２）授業形態別アンケートの企画・実施と分析                   [巻末資料 10] 

a 同アンケート調査は「学生による授業改善アンケート」と同時期に同じシステムで一緒に、全学
部生・大学院生（通学課程の科目を履修している通信教育部生を含む）を対象として実施された。 

b 2022 年度アンケート調査実施後、教育開発・学習支援センターが作成した『2022 年度「授業形
態に関するアンケート」全学集計結果報告書』を、第２回データ活用推進ユニット会議（2023 年
６月 29 日（木）実施）で検討の上、承認を得た。 

c 同報告書は第 4 回ユニット・リーダー会議（2023 年 7 月 4 日（火）実施）で報告、承認された。 
d ユニット・リーダー会議承認後、第 8 回学部長会議（2023 年 7 月 20 日（木）実施）で報告し 

た。 
 
 
２ 教員（特に兼任）に対するデータの収集 
（１）オンライン授業についての意識                       [巻末資料 11] 

a オンライン授業に関する教員対象調査を、2023年度授業担当教員を対象に 2023年 6月 1日（木）
～6 月 18 日（日）の期間に実施した。 

b 同調査ではオンライン授業実施の有無、オンライン授業の形態、オンライン授業の良い点・悪い
点、オンライン授業についてのご意見を自由記述で回答する質問を設定した。 

c 調査実施後、教育開発・学習支援センターで集計を行い、『2023 年度「オンライン授業に関する
教員対象調査」集計結果報告書』を、第 4 回データ活用推進ユニット会議（2024 年 2 月 26 日
（木）実施）で検討の上、承認を得た。 

d 同報告書は第 10 回ユニット・リーダー会議（2024 年 3 月 12 日（火）実施）で報告、承認され 
た。 

e ユニット・リーダー会議承認後、第 20 回学部長会議（2024 年 3 月 22 日（金）実施）で報告され
た。 

 
（２）学習支援システムの活用度 
上記の調査では学習支援システムの活用度に関する質問を設定しなかった。 

 
（３）授業支援ニーズの把握 
上記の調査では授業支援ニーズの把握に関する質問を設定しなかった。 

 
 
３ 全学レベルでの FD データ活用 

GPCA データの時系列、規模別、学部別集計分析については、その目的についてユニット内で合意形
成ができなかったので実施していない。 
 

以上 
 

 
 

 

 

12



巻末資料 

 

１ 授業リフレクションのための学生による授業参観 

 

 

２ 第 1回 FD教員セミナー 

「学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.3」 （2023年 7月 31日） 
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３ 第 2回 FD教員セミナー 

「大学教育における著作権について」 （2023年 12月 8日） 

 

 

４ 第 3回 FD教員セミナー 

「生成 AI と高等教育機関におけるそのキーポイント～教育とその評価を中心に～」 

（2024年 3月 4日） 
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５ 第 25回 FDワークショップ 

「高等教育現場における生成 AIの利用について考える／正確な事務手続きをするためには？ 

～事例から学ぶ～」（2023年 9月 1日） 

 

 

６ 学習支援ハンドブック（抜粋） 
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７ Lステゼミ 

 

 

８ プレ FDプログラム 
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９ 2022年度「学生による授業改善アンケート」全学集計結果報告書（抜粋） 
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１０ 2022年度「授業形態に関するアンケート」全学集計結果報告書（抜粋） 
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１１ 「オンライン授業に関する教員対象調査」集計結果報告書（抜粋） 
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１２ 「生成 AIツールに対する基本的考え方」の策定と公開 
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